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皆
さ
ま
お
揃
い
で
杭
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ご員長~
一＼＼＼

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
皆
き
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

龍
オ
寺
住
職

成
前

w

・
隆
真

実

践」ー

成
田
哲
異

、

私
は
普
段
が
ら
自
分
の
考
え
を
実
践
に
移
す
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
る

事
が
多
く
あ
十
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
イ
メ
ー
ジ
や
理
想
は
誰
し
も
が

想
像
し
、
考
会
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
に
何
か
実
践
を
し
て
い
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
大
切
点
事
は
行
動
を
す
る
事
だ
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

曹
洞
宗
の
開
祖
で
あ
る
道
元
禅
師
の
教
え
の
中
に

「只
管
打
坐
」
（
し
か

ん
た
ざ
）
と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
。
「只
管
打
坐
」
と
は
ひ
た
す
ら
坐
禅
を

す
る
こ
と
。
何
も
考
え
ず
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
坐
禅
す
る
と
い
う
修
行
の
方

法
で
す
。
そ
仏
根
底
に
は
、
坐
禅
す
る
姿
こ
そ
が
悟
り
を
得
た
仏
の
姿
で
あ

る
と
い
う
考
会
方
が
あ
り
ま
す
。
道
元
は
、
そ
の
境
地
を

「身
心
脱
落
」
と
呼

び、

自
己
を
忘
れ
る
こ
と
が
仏
道
だ
と
説
き
ま
し
た
。
坐
禅
は
、
坐
る
こ
と

に
成
り
き
り
、
一体
と
心
が

一
つ
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
背
筋
を
伸
ば
し
体

が
真
っ
直
ぐ
に
な
れ
ば
、
心
が
真
っ
直
ぐ
に
な
る
。
心
が
真
っ
直
ぐ
に
な
れ
ば
、

思
う
こ
と
が
盲
円つ
直
ぐ
に
な
る
。
「形
は
心
を
つ
く
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
遁
常
、

自
分
自
身
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
物
事
を
判
断
し
、

善
し
悪
し
を
つ
け
て
い
ま
す
。
坐
禅
で
悟
り
を
開
く
と
い
う
考
え
は
現
代

で
は
と
て
も
信
じ
が
た
い
行
為
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
し
た
が
大
切
な
事
は
実
践
で
す
。
自
分
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を

事
も
実
践
し
て
み
る
事
が
大
切
で
す
。

の
「只
管
打
坐
」
と
い
う
教
え
も
、
ま
ず
は
何
事
に
も
チ
セ
レ

ふ
う
と
い
う
教
え
だ
と
私
は
捉
え
て
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
、

一て
み
る
こ
と
。
そ
の
姿
が
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。
今
を
大
切
に
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賓

珠

山

毒

徳

寺

（
ほ
う
じ
ゅ
さ
ん

－
じ
ゅ
と
く
じ
）

晋

山

式

令
和
2
年
叩
月
お
日
（
金
）
、

M
日
（
土
）
、
宮
城
県
仙
台
市
の
寅
珠

山
嘉
徳
寺

（
ほ
う
じ
ゅ
さ
ん

・
じ
ゅ
と
く
じ
）
で
晋
山
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
晋
山
式
（
し
ん
さ
ん
し
き
）
と
は
、

寺
院
怪
新
た
に
命
を

受
け
た
住
職
（
新
命
）
が
寺
に
晋
山
（
入
山
）
す
る
式
の
こ
と
で
す
。

普
山
式
で
は
、
龍
谷
寺
住
職
、
成
田
隆
真
が
西
堂
（
せ
F
ど
う
）
と
い

う
役
を
務
め
ま
し
た
。
西
堂
と
は
普
山
式
で
新
た
に
俗
職
に
な
る
方

の
見
届
け
人
と
い
う
、
と
て
も
ご
縁
の
あ
る
役
で
す
。

費
珠
山
議
徳
寺
の
庭
園
は
仙
台
市
指
定
の

古
庭
園
で
約
3
0
0
年
前
に
郵
定
さ
れ
た
由

緒
あ
る
庭
園
で
す
。
そ
の
他
伝
も
ど
本
尊
様

は
仙
台
市
の
指
定
文
化
財
、

山
門
は
仙
台
市

の
登
録
文
化
財
に
登
録
さ
れ
」
ぃ
ま
す
。
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「
道
了
秋
ま
つ
り
」

令
和
2
年
叩
月
M
日
（
土
）
、

「道

了
秋
ま
つ
り
」
と
「
日
東
バ
ザ
l
」
が

開
催
さ
れ
、

5
0
0
人
が
秋
晴
れ
の

1
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と

あ
っ
て、

参
加
者
全
員
に
検
視
を
し
、

出
席
連
絡
カ
l
ド
に
記
入
頂
き
、保

育
園
で
提
供
す
る
食
べ
物
は
す
べ

て
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

境
内
に
は
、
サ
ロ
ン

・
ド
・
マ
ル
シ
ェ

や
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
並
び
、

尾
張

太
鼓
も
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

令
和

3
年
度
は

ω月
お
日
（
上）

開
催
予
定
で
す
。

ん
婚
の
ご
報
告

龍
谷
寺
成
田
哲
員

（
初
）
は
、
こ
の
度
、
縁
あ
っ
て
東
京
都

世
町
谷
区
在
住
の
本
郷
恵
里
佳
さ
ん
（
お
）
と
結
婚
し
ま
す
。

2
一人
は
、
哲
員
が
駒
津
大
学
在
学
中
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ト
ル
部
で
出
会
い
、
愛
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
た
め
、
結
婚
式
は
令
和
3
年

2
耳
目
日
（
土
）
に
龍
谷
寺
で
挙
行
し
ま
す
。
今
後
は
力
を
合

わ
せ
て
穏
や
か
で
あ
た
た
か
い
家
庭
を
築
い
て
い
く
所
存
で
す
。

な
士
ぶ
ん
未
熟
な
二
人
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
今
後
と
も
、
ご
指

導
一
ご
鞭
槌
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご納骨の日時が決まりましたら、戒名（法 彫刻には3週間ほどかかります。墓誌のな
名）を墓石に刻みます。 い石碑に彫刻する場合、工事前に精抜きが必

亡くなられた方の戒名（法名） ・没年月日 ・ 要となります。また、名義人がお亡くなりにな

一 没年齢をご確認いただき、認め印をご、持参のーーられた場合で者誰変ー更の手‘続きか必要で、

上現地案内所までお越し下さい。 現地案内所までご連絡下さい。

ご納骨のまえに
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龍
谷
寺
「
大
般
若
祈
祷
会
」
ご
案
内

〔
日
時
】
令
和
3
年

1
月
日
日
（
祝
・
月
）
午
前
叩
時
か
ら

第 10号

令
和
2
年
ロ
月
6
日
（
日
）
、
桜
楓
霊
苑
、
永
代
供
養
墓
「
縁」

の
前
で
供
養
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
供
養
会
は
毎
年
は
月
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
大
切
な
方
に
会
い
に
来
ら
れ
た

多
く
の
方
に
お
参
り
頂
き
ま
し
た
。

8
月
に
は
桜
楓
霊
苑
全
体
の
供
養
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

桜
楓
霊
苑
で
ご
縁
そ
頂
い
た
皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

供養会

大
般
若
祈
祷
会
は
、
龍
谷
寺
に
伝
わ
る
「
大
般
若
経
」

6
0
0
巻
を
転
読
す
る
も
の
で
す
。
お
釈
迦
さ
ま
が
説
か

れ
た
教
え
の
集
大
成
で
あ
る
H

大
般
若
経
6
0
0巻
μ

を
読

み
上
げ
る
代
わ
り
に
、
集
ま
っ
た
僧
た
ち
が
声
高
ら
か
に
経

題
を
読
み
上
げ
、
経
典
を
大
き
く
開
く
作
法
で
転
読
し
、

そ
の
功
徳
を
も
っ
て
仏
さ
ま
に
今
年
1
年
の
天
下
泰
平
・

五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
願
す
る
と
共
に
、
檀
信
徒
の
み
な

さ
ま
の
無
病
息
災
を
祈
念
す
る
ご
祈
祷
の
法
要
で
す
。

こ
の
所
作
に
よ
っ
て
起
き
る
風
（
空
気
）
に
触
れ
る
こ
と

で
、
諸
願
が
成
就
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

祈
祷
会
後
は
、
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
お
琴
の
華
や
か
な

音
色
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
本
年
は
「
大

根
炊
き
」
や
「
甘
酒
」
な
ど
の
振
る
舞
い
を
自
粛
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

今年は、生田流宮城社大師範の近藤直子先

生をはじめ、甲斐あい美さん、服部倭圭さんを

お招きし、日本を代表する音楽家・電車の宮城

道雄の名曲「春の海」や「千鳥の曲Jが演奏さ

れます。美しい音色で四季のある日本を感じて

みましょう。 ー」ー」心ιA 門
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「縁J
桜楓霊苑

永代供養墓

「
浬
繋
図
展
覧
、
龍
谷
寺
坐
禅
会
」

令
和
3
年

1
月
初
日
（
土
）
午
前
9
時
か
ら
叩
時

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
寺
宝
「
浬
柴
図
」
を
展
覧
後
、
禅
寺
で
坐
禅
を
行
い
ま
す
。

参
加
費
用
／
大
人

1
人

5
0
0
円
小
人
（
中
学
生
以
下
）
無
料

服
装
／
坐
禅
が
で
き
る
ゆ
っ
た
り
し
た
服
装

定

員
／

日
人

申
し
込
み
／

受
付
中

寺
ミ
ル

ミ：2~騨
..；；；··~手.，＿ ·~f!

轟2

｜相直接日進桜楓霊苑現地案閉へ ｜ 
お問い合わせください。 ｜ 

龍谷寺

永代供養墓「縁」のご案内

ーー園田

龍
谷
寺
宮

0
5
6
1
（7
2）
0
0
1
2

福

緊

観

音

春

ま

つ

り

令
和
3
年

4
月
3
日
（
士
）
協
同
科

。

福

衆

（

し

あ

わ

せ

）

観

音

特

別

法

要

。
第
包
囲
芳
桜
百
碗
茶
会

－
サ
ロ
ン
・
ド
・
マ
ル
シ
ェ

－
フ
リ
1
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
芳
桜
会
発
表
会

龍
谷
寺
永
代
供
養
墓
「
縁
」
は
、
継
承
者
が
い
な
い

方
で
も
、
安
心
し
て
納
骨
が
で
き
ま
す
。

龍
谷
寺
で
は
、
永
代
に
わ
た
り
責
任
を
持
っ
て
供

養
を
い
た
し
ま
す
。
春
、
秋
、
お
盆
な
ど
の
法
要
に
は
、

ご
自
由
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
前
の
お
申
込
み
も
お
受
け
し
ま
す
。
納
骨
は

お
万
円
か
ら
で
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
永
代
供
養

料
の
み
で
、
永
代
使
用
料
、
管
理
料
は
不
要
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

桜
の
花
の
下
で
福
田
成
観
音
さ
ま
へ
の
心
休

ま
る
お
経
と

一服
の
お
茶
を
通
し
て
、

生
き

る
幸
せ
を
感
じ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ロ
ン
・
ド
・
マ
ル
シ
ェ
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
開
催
し
ま
す
。一

般
の
方
も

大
歓
迎
で
す
。

令和 3年 1月1日
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面
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E

－
年
の
無
病
患
災
を
祈
り
、
家
庭
円
満
を
願
う

大
般
若
祈
祷
会
を
厳
修
し
ま
す
。

【日

時

】

令
和
3
年
1
月
日
日
（祝・

5
午
前
叩
時
か
ら

今
年
の
お
茶
会
は
、
百
名
の
方
に
呈
茶
を
行
い
ま
す
。

先
代
成
田
芳
随
、
米
子
夫
妻
が
集
め
た
百
個
の
茶
碗
を
使

い
、
同
じ
茶
碗
を
使
い
ま
わ
し
せ
ず
に
境
内
で
お
茶
会
を
開

催
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
す
が
、
龍
谷
寺
の
桜
は
満
開

で
す
。
お
花
見
を
兼
ね
、

一
服
の
お
茶
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

茶
室
は
、
お
道
具
を
飾
り
、
ソ

l
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

取
り
、
人
数
制
限
を
し
、
見
学
を
し
て
頂
き
ま
す
。
使
用
す
る

お
茶
碗
が
な
く
な
り
次
第
、
終
才
し
ま
す
。

時
】
令
和
3
年

4
月
3
日
（土
）

午
前
叩
時
か
ら
午
後
2
時

前
売
り
券
は
2
月
ご
ろ
か
ら
販
売

一
席

6
0
0
円

（
当
日
券
あ
り
）

写
経
奉
納
会
、
梅
花
流
詠
讃
歌
奉
詠

芳
桜
子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室
発
表

芳
桜
会
ピ
ア
ノ
教
室
発
表

4
月
同
日
（
日
）

7
月
3
日
（土
）

8
月
1
日
（
日
）

ー
は
日
（
土
）

日
日
（
日
）

9
月
お
日
（
祝
・
木
）

ω月
お
日
（
土
）

日
月
お
日
（
祝
・
火
）

ロ
月

5
日
（
日
）

8
日
（
水
）

引
日
（
金）

,.,. 

｝
盆
棚
経

盆
大
施
餓
鬼
会

秋
分
の
日
秋
彼
岸
会

道
了
秋
ま
つ
り
・

日
東
バ
ザ

l

rp

水
子
供
養
会

h
苛

永
代
供
養
墓
「
縁
」
供
養
会
午
後
1
時
か
ら
受
付

成
道
会
（
お
釈
迦
様
が
倍
り
を
聞
い
た
日
）

除
夜
の
鐘
打
鐘
午
後
日
時
的
分
か
ら

場町

歩守

お
知
ら
せ

Sる

龍谷寺

オリジナル絵馬

挙

蕃

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
、

予
定
し
て
い
た
行
事
を
や
む
な
く
延
期
、
中
止
さ

せ
て
頂
く
事
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
改
め
て

ど
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

4 

龍
谷
寺
日
本
文
化
活
動

皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

－
写
経
会

毎
月
第
3
金
曜
日

午
後
1
時
か
ら
3
時

本
堂
下
客
殿
に
て

志
納
料

l
、0
0
0
円

A
V
梅
花
流
詠
讃
歌
を
唱
え
よ
う

毎
月
l
回

午
後
1
時
か
ら
3
時

本
堂
下
客
殿
に
て

【指
導
】
富
尾
智
恵
先
生

A

－
芳
桜
茶
道
会

毎
週
土
曜
日

午
後
l
時
か
ら
5
時

心
月
庵
茶
室
に
て

A
V
芳
桜
子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室

土
曜
日

日
東
保
育
園
内

【指
導
】
花
柳
東
風
香
先
生

※
詳
し
く
は
龍
谷
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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